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　　外で天気の型に何らかの影響をもたらしたとい弓事実は

　　ありません．

　　　十分御承知のように第二次世界大戦後間もなく合衆国

　　は原子エネルギーの国際管理について申出をしました．

　　その後も合衆国は絡始国際管理の効果的組織について唱

　　道してきましたが，ソ連によって妨害されました．国際

　　管理はなく，ソ蓮で原子核反応の爆破エネルギーを持っ

　　ている現在，合衆国はこのフィールドで試験を続ける以

　　外に方法がありません．もし続げなげれば自由世界の防

　　禦力は今日よりはるかに弱いものとなるでしょう．

　　　福龍丸乗組員が最初の実験の放射能にさらされたのは

　　不測のことで遺憾の事でした．委員会は東京大学外科の

　　名誉教授都築正雄博士が最近原子力委員会の機関を訪間

　　　した時に患者達は恢復に向っていると聞き喜びました．
。稲

　ラ　　　　　　　　　　　　　　フ

　　この事に関する代償の交渉は国務省と東京のアメリカ大

　　使館をとおして処理されています”．

　　　　　　　　　報道部幹事　平エルず一・トソプソソ

　　　気象学会の理事会ではこの手紙のあまりにも一方的な

　　考えに驚き，今までわが国で調査研究された水爆が気象

　　におよぼす影響についての論文の概要をまとめ，原子力

　　　　　　　モ　　委員会に邊り，委員会が上記手紙のような結論を出した

　　学澗的なはっきりした根拠を明示するよ5連絡すること

　　になった．この関係処理の担当は有住・紳山両理事と決

　　った．

　　　その後まもなく9月13日ジュネーヴ発ロイターによ

　　る「と．国際蓮合の世界気象機構（WMO）事務次長ジャ

　　ソ』ルネ・リヴェ氏は記者会見の席上，同機構の執行委

　　員会が先週原・水爆爆発が天気におよぼす影響を科学的

　　に調査することを決定したと発表した．なお同氏は日本

　　がこの問題に対していだいていた懸念が世界各地に広が

　　ったため，このたびの決定になったといった．日本’気象
JI卜学会の声明書が反響をおよぼしたものであろう．執行委

　　員会は15ケ国代表からなりアメリカ，ソヴェトを含ん

　　でいるが満場一致で可決した．しかし調査の成果は加盟

　　国政府が関係資料を進んで提供してくれるかどうかにか

　　かっていると強調し牟．

　　　なおリヅェ氏は北牛球の温度が上昇した確実な証こが

　　あり，このためにこれまで穀物が全然出来なかったスカ

　　ソジナヴィアやグリーソラソドのよろな高緯度地方で農

　　耕が可能になっているといった．

　　　　9月ローマで開催の国際測地学地球物理学連合（IU

　　GG）の気象分科会に出席の東北大教授山本義一博士は

　　水爆の気象におげぼす影響についてわが国で調査研究さ

　　れた論文の概要を持参し，同分科会出席者に態実を読明

　　　し，深い関心をよびおこした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊東彊自）

　r梅雨空に感あり」を讃みて

〃天気”No．3に首題の小文が掲載されていたが，そ

の中で，天気予報の成績は一昔前と現在とでは余り変っ

てないようなことが書かれてあるが，これは大きな誤解

を招く恐れがあるので，一応私見を述べさしていただき

たい．気象といろものが，肚会的に大きな関心をもたれ・

広く理解，認識されるにつれて，天気予報に対する世間

の批判は相当きびしくなってきている．天気予報を利用

する部面が室間的にも時間的にも以前とは比較にならな

い程大きくなっている今日では，予報精度に対する肚会

の要請も，一・昔前とは比較にならない程，張くなってい

る．従って予報成績に対する評価基準も高くなってきて

いる．予報技術が進歩するにつれ，予報を利用，応用す

る部面は多岐にわたり，これと亭行して，より高い精度

の予報が要求され，これらの要求は，より嚴密な評価を

もって予報成績をうんぬんする．現在，予報作業に用い

られている天裁図，図表類の種類や数は，一昔前とは比

較にならない程，多くなっており，叉，予報，解析に用

いられる技術も格段の進歩をとげている．これらのこと

は高層観測の発達，多くの理論より生れた各種の技術的

な方法等を一昔前のものと比較することによって十分す

なづかれるのである．複雑な天気現象を相手としてうそ

の予報精度を高めるために多くの研究と努力が絶えず行

われているのである．予報の当うている期間に，たまた

ま1日だげ大きく予報を間違えた場合，この場合だげが

とかく大きく，クローズ・アヅプされて，予報成績がう

んぬんされるといろことも考えられる．

　亥に予報の個人差は天気図の描画の上手， 下手とか，

学間的にその人がすぐれているかどろかとい弓ことにも

関係しないよろなことが述べられているが，このことに

ついても愚見を呈したい．天気図解析の客観的な方法の

大きな手がかりとして数値予報が，しんげんに検討され

ているが，このよろなものが，完全に技術化されて予報

現業に導入され，なお且つ，予報の段階においても完全

な客観的方法が確立されないかぎり，予報に当番者の主

観的な個人差が多少入るのは止むを得ない．叉この個人

差は個々の予報者の知識，経験の度合に照らして，予報

者としての適，不適のきびしい詐価の根拠の一つともな

り得る場合がある．しかし，定性的ではあるにしても，

多くの予報則が確立されている今臼，この個人差は，

以前に比較すれば少くなってきている．

見る人の疑間に対して十分，説明できるよ5な天気図解

析が行われているか，どろかということである．このた

めには有能な技術者（学者である必要はない）として豊

富な知識が必要となり，予報の段階においては，さらに

豊富な経験が加昧される．　　一　　　　（R．0．）
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